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2005 年 2 月 16 日に発効した京都議定書で、日本は、 2008 年～ 2012 年におけ
る温室効果ガス排出量を 1990 年比で 6%削減することが求められている。一方、
環境省により公表された 2003 年度の温室効果ガス総排出量は 13 億 3 ,900 万トン
（二酸化炭素換算）であり、前年度総排出量比 0 .7%の増加、京都議定書による基
準年（原則 1990 年）総排出量と比べ、 8 .3%上回っている。従って、議定書の目
標達成には、 14 .3％の温室効果ガスを削減しなければならない。このような状況
の中、対策として更なる省エネルギー対策が急務となっている。特に 1990  年度
比 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 増 加 が 著 し い 業 務 そ の 他 部 門 （ オ フ ィ ス ビ ル 等 ）（ 約


















































東京都 23 区における延べ床面積 5 ,000 ㎡から 20 ,000 ㎡までの中規模オフィスビ
ルについて年間エネルギー消費量、省エネルギー意識及び対策についてアンケー












 第 5 章「都心 SOHO のエネルギー消費と使用実態に関する調査研究」では、ま
ず 100 例の SOHO 支援団体についての「 SOHO」それぞれの定義を調査した。
「 SOHO」像を明確にした上で、本研究における「 SOHO 型集合住宅」と「 SOHO
型事務所」を明確に定義し、これらを併せて「 SOHO」と総括した。次に、東京
都心部における 4 件の「 SOHO 型集合住宅」と 10 件の「 SOHO 型事務所」を対
象にエネルギー消費とその使用実態についてアンケート調査及び実測調査を行い、
エ ネ ル ギ ー 消 費 の 特 徴 及 び そ れ ら の 建 物 の 使 用 実 態 を 明 ら か に し た 。 ま た 、
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